
     

令和２年度 １級建築施工管理技術検定 

実地試験問題 模擬試験 [解答試案] 

 

 

 

問題１  解答省略（ご自身の経験をもとに、それぞれの工事概要・施工経験記述を記入してください） 
 

※実際の実地試験では，建設副産物対策・工程管理・品質管理のいずれからも出題される可能性があります。

テーマは絞らず、代表的なこの３つのテーマに関してはいずれが出題されても記述できるように準備してお

くことをオススメします。また、過去に出題のない形式で新しいテーマが出題される場合もあり得ます。模擬

試験では一例として、建設副産物対策を出題しましたが、出題を保証するものではありません。 

 
 

問題 2  
 
類似する内容のものは避けて、以下の事項からそれぞれ２つずつ解答する。 

※ ここに記載しいるもの以外にも正解となる事項はあります。 
 
〇建設ゴンドラ 

・支持金物の突梁、フックの設置状態は安定しているか、フック等のつりピンに異常はないか、確実に締め付

けられているか確認を行う。 

・昇降機のモータに異常音は無いか、起動・昇降・停止の動作は正常か操作盤の動作確認を行う。 

・ゴンドラにその積載荷重をこえる荷重をかけて使用してはならない。 

・ゴンドラの操作について一定の合図を定め、合図を行なう者を指名して、その者に合図を行なわせなければ

ならない。 

・ゴンドラの操作を行なう者を、当該ゴンドラが使用されている間は、操作位置から離れさせてはならない。 

・ゴンドラを使用して作業を行なつている箇所の下方には関係労働者以外の者がみだりに立ち入ることを禁

止し、かつ、その旨を見やすい箇所に表示しなければならない。 

・強風、大雨、大雪等の悪天候のため、ゴンドラを使用する作業の実施について危険が予想されるときは、当

該作業を行なってはならない。 
 
〇 ローリングタワー 

・作業を行う箇所に設けた足場用墜落防止設備の取り外し及び脱落の有無について点検し、異常を認めたとき

は、直ちに補修しなければならない。 

・使用前に路面の点検を行い、脚輪のブレーキは全輪が確実にきくか確認する。 

・作業床は全面に設けられているか、手摺、中棧、巾木等が設けられているか確認を行う。 

・使用上の注意事項、使用会社、使用責任者名、最大積載荷重の表示を確認する。 

・移動時に作業員を乗せてはならない。また、昇降路は同時に２名以上が昇降してはならない。 

・傾斜面では使用してはならない。 

・作業床での脚立等を使用してはならない。 
 
〇 交流アーク溶接 

・溶接棒ホルダーの絶縁物の損傷又はスパッターの著しい付着の有無、および、溶接棒ホルダーとケーブルの

固定、固定ねじのゆるみの有無の確認を行う。 

・感電防止のための自動電撃防止装置の作動状況の確認を行う。自動電撃防止装置の作動確認は押しボタンを

押してランプの点灯を確認する。 

・移動式電動機械器具の電路に接続された感電防止用漏電遮断装置の作動状況の確認を行う。 

・溶接用キャプタイヤーケーブルの被覆の損傷、劣化の有無の確認を行う。 

・溶接機本体のアースは確実に取られているか確認を行う。 
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問題 3  

 

 箇所番号 適当な語句  箇所番号 適当な語句 

1. ③ 起伏式 5. ① 2 

2. ② 転圧 6. ② 砂 

3. ① 
ドリリングバケット 

（回転バケット） 
7. ② 1/2 

4. ③ 3.5 8. ③ ブローホール 

 

問題 4  

1.【解答例】 

・下地コンクリート面は，平たんで凹凸がない状態にする。（結束線、番線、鉄筋等の突起物の処理及びコン

クリートの平滑性の確保）・排水させるための勾配を確保する。 

・下地の乾燥状態を，経過日数，目視，高周波水分計等により確認する。 

・屋上パラペット部の下地の形状は，出隅・入隅の面取りを確実に成形する。（入り隅、出隅の仕上げは 45 度） 

※ 改質アスファルト防水の場合は、入り隅は直角に、出隅の仕上げは 45 度に成形する。 
  

2.【解答例】 

・タイトフレームの取付けは、タイトフレームの立上り部分の縁から 10 ㎜残し、底部両側を隅肉溶接する。 

・梁とタイトフレームの溶接は、表面の防錆処理が施されたままで行う。 

・折板をタイトフレーム上の固定ボルトに固定する場合、ボルト孔はドリル開口とし、孔径はボルト径より 0.5

㎜以上大きくしない。 

・折板は各山ごとにタイトフレームに固定し、折板の重ね部に使用する緊結ボルトの間隔は 600 ㎜程度とす

る。 

・軒先の折板の先端部には、下底を 15 度程度曲げて尾垂れを付ける。 

・水上の先端部分には、雨水を止めるため止水面戸を設ける。 

・けらばの変形防止材は、折板の３山ピッチ以上の長さとし、緊結ボルトで 1.2m 間隔で取り付ける。 
  

3. 【解答例】 

・接着剤の間隔は、ボード周辺部では 150～200 ㎜、床上 1.2m 以下の部分で 200～250 ㎜、床上 1.2m を超

える部分で 250～300 ㎜とする。 

・接着剤の盛り上げ高さは、仕上げ高さの２倍以上とする。 

・ボード張付けの際、床面からの水分の吸い上げを防ぐためくさびを設置し、床面から 10 ㎜程度浮かして張

付ける。 

・接着材の一度に練る量は１時間以内で使い切れる量とする。 

・１回の接着材の塗り付けは、張り付けるボード１枚分とする。 
  

4.【解答例】 

・床シートは，施工に先立って 20℃以上の室温にて敷きのばし，24 時間以上放置して巻きぐせをとる。 

・シート張り時に山たわみができた場合は、壁から遠い部分で取るようにする。 

・床シートは，目通りよく，目違い，空気だまりのないように張り付け，ローラーなどで圧着する。 

・接着剤は，所定のくし目ごてを用いて下地面に均一に塗布する。 

・反応硬化型接着剤を使用する場合は、所定のオープンタイムが経過した後，溶剤の揮発を適切に行って張り

付ける。 

・接合部を溶接工法で処理する場合，溶接作業は床シートを張り付けた後，接着剤が硬化してから行う。 

・熱溶接工法における溝は，Ｖ字形又はＵ字形とし，均一な幅にシート厚さの 2/3 程度まで溝切りする。 

・熱溶接完了後，溶接部が完全に冷却したのち，余盛りを削り取り，平滑にする。 
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問題 5  

 

1. 作業内容  
タイルカーペット敷設  

（タイルカーペット敷き）  

2. 班数  1 班  

3. 
総所要日数  17 日  

工事完了日  令和 2 年 12 月 1 日  

4. 

あ  A4 

い  19 

う  2 

 

問題 6  

 

1. 建設業法  
①  経  費  

②  注文者  

2. 建設基準法施行令  
③  軒の高さ  

④  1.8 

3. 労働安全衛生法  
⑤  有  害  

⑥  医  師  
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